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気　圧　の　取　入　口＊

清水逸郎＊＊・矢島幸雄＊＊・宇野義郎＊＊・佐藤　高＊＊・松岡登志＊＊

　要旨：風が強いとき・には，建物の内部の気圧は一般にその地点の真の大気の圧力とはちがつているか

ら，この中にある気圧計は真の気圧を示さない．そこで，強風中でも真の大気圧を気圧計のところまで

導くための気圧の取入口を作つた．これは南極観測の要請によるものである．

　この気圧の取入口は，ピトー管の静圧口と同じ原理によるものであるが，風向の変化にも影響されな

いように，縁を滑らかに仕上げた円板の中央に静圧口を一つあけ，これを水平に支えるようにしたもの

である．風洞実験をした結果，このような気圧の取入口を用いると，風の鉛直成分が水平成分の10％よ

り小さいところでは，風速50m／secのときでも，気圧測定の誤差は0．6mb以下であることがわかつ
た．

　1．　はしがき

　風が吹いているときには，建物の内部の気圧は，その

ときの真の大気圧とはちがったものになっていることは

よく知られている（v．Elsner，1927；Schrenk，1927；

大谷，1951）．したがって，気圧計をただ室内に置いた

だけでは真の気圧を求めることはできない．いま，気圧

計室内の気圧をP，真の気圧を・Poとすれば，P一・Poは

気圧偏差値であって，そのときの風速を’Vとすれば，

　　P－P。一CP⊥ρ72　　　　（1）
　　　　　　　　2

と置くことができ．ここで，ρは空気の密度，Cpは無

次元の係数である．これを書き直して，

　　P。一P－CP⊥ρy2　　　　（2）
　　　　　　　　2

とすれば，（2）の右辺の各項は，Cpがわかっていれば

測定によって求められるので，Poを求めることがでぎ

る・清水と木村（1957）は風洞実験によってCpを求め

た．それによると普通の気圧計室では，Cpは風向によ

つていちじるしく変化するので，Cpを求めることによ

って気圧偏差値を補正して真の気圧を求めることは実用

的でないことがわかった．

　南極の昭和基地では風の強いことが多く，気圧の測定

には上記のような困難があるので，気圧計の感部に風の

影響を及ぽさないようにする必要がある．ここに報告す

る気圧の取入口は，このような必要から作られたもので

ある（守田，1966）．
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　2．　構　造

　この気圧の取入口は，ピトー管の静圧口と原理は同じ

ものであるが，風向の変化にも影響されないように，縁

を滑らかに仕上げた円板の中央に静圧口を一っあけ，こ

れを水平に支えるようしたものである．気圧は，静圧口

から支柱の中を通り，その下端に接続されるパイプを通

して気圧計に導かれる．円板を真直な支柱に上向きに付

けなかつたのは積雪の影響を考えた結果である．

　風洞実験は，円板の直径や厚さ，縁の形のちがうA，

B，Cの3種についておこなった．AとBはともに直径

200mm，厚さ8mm，Cは直径150mm，厚さ5mmで
ある．縁の断面はAとCは半円形であるが，Bでは

飛行機の翼の前縁に似た形のものである．静圧口の内径

はいずれも8mmである．図1はにA型の平面図（上）

と側面図（下）とを示してある．寸法の単位はmmで

ある．’Vは風を示し，αは，円板の面に対する風の傾き

の角度を示すもので，迎角といわれるものである．円板

の下面に当るように吹く風のαを正としている．θは

円板平面内における風の方位角で，静圧口に対して支柱

が風下側になる方位をO。としてある．

　3．実験結果
　風洞実験は，気圧の取入口の静圧口がほぽ風洞気流の
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第3図　B型のαとCPの関係
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第2図　A型のαとCPの関係（θ＝ooのとき）
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第5図　A型のαとCPの関係（θニ180。のとき・）
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中央に位置するようにして行った．（1）式を書きかえ

ると

　　CP－2（P－P・）　　　　　（3）
　　　　　　ρV2

ここで，Pは静圧口のところの圧力，P。は風洞気流中

の静圧で，ピトー管の静圧側から得られる．実験では

P一・Poをマノメーターで読み取ってCpを計算した．

　最初に，3種の円板にっいて，迎角αと風速’Vとを

変化させてCpを求めた．結果は，図2～4に示してあ

る・このときは支柱の影響のないようにθ＝0。で実験

した．αの範囲を±60に限ったのは，Sutton（1953）

の結果によって，平らな：地面上50cm位の高さにおけ

る風の鉛直成分は水平成分の10％程度，従って迎角は60

を越えることはないであろうと推定したためである．こ

れらの結果を比較すると，3種のCpの傾向にはそれほ

ど大きな差はない．どちらかといえばA型が安定してい

る．なお，静圧口付近の仕上げの様子によって，同じ型

のCpの値は土0．01程度は変化するようである．B型

のCpが負側に出ているのはこのためと思われる．

　次に，支柱の影響がどの程度になるか，A型にっいて

調べてみた．結果は図5に示してあるように，支柱の方

向から風が吹くときのCpは，その反対側から風が吹く

180　　184　　　188　　　192　　　196　　200　　204　　208　　212

　　　　　　　　　　　　　　　　e。

　　第6図　A型のθとCPの関係

ときより0．12位負側に移っている．したがって，この方

向からかなり強い風が吹くときには，支柱の影響は出る

ことになる．その影響する範囲を測定した結果を図6に

示してある．これから，支柱の影響の出る方位角は1700

～190。の範囲であることがわかった．特定の地点につ

いていえば，一般に強い風が吹く方向は大体きまつてい

るので，過去の経験から強い風が吹いてこない方向を選

んで支柱を立てれば，実際の場合には，このような支柱

の影響をさけることができる．

　4．　むすび

　以上の実験によって，A型の取入口を選び，これを露

場などのような平らな場所に設置すれば，そのCpは

一〇．04～0．04の範囲に入ることがわかった．実際の気

　　　　　　　　　　　　　1圧偏差はこのCpと風の動圧　　ρ’V2との積である．風
　　　　　　　　　　　　　2
速y’m／secのときの動圧（mb）は次の表の通りであ

る．

’V（m／sec）　　10

1一ρy2（mb）　　0．6
2
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ここでは，気圧は1，000mb，気温は150C，すなわち，

空気の密度ρは，1．2×10『3gr　cm－3としている．こ

れから，このような気圧の取入口を用いると，風速50
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m／secのときでも気圧の偏差はO．6mbを越えないから

実際には補正を考える必要はほとんどないことがわかっ

た．

　南極の昭和基地では着雪のおそれはないとのことでこ

のような形と材料を使用してみたが，内地の多雪地でこ

れを使用するには着雪防止のためにヒーターを入れたり

取り付け位置を工夫する必要があろう．

　終りに，この装置製作の推進者である守田南極観測室

長と，種々の援助を受けた方々に感謝する．
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